
　

新
工
場
の
始
動
直
後
、
東
信
地
区
か

ら
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
 12
名
の
職
員
と

共
に
、
備
品
の
整
理
な
ど
準
備
作
業
に

追
わ
れ
て
い
る
中
で
の
訪
問
と
な
り
ま

し
た
。
川
崎
社
長
は「
ま
だ
会
社
の

ル
ー
ル
す
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
。
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
大
変
で
す
が
、
一
つ
ず
つ
ク

リ
ア
し
、
い
ち
早
く
本
格
稼
働
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
」と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す

が
、
川
崎
社
長
を
含
む
社
員
の
方
々
は
、

新
工
場
の
本
格
稼
働
に
向
け
、
希
望
に

満
ち
溢
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
印

象
に
残
る
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
創
設
し
た
用
地
購
入
補
助
制

度
に
よ
る
初
め
て
の
支
援
に
向
け
、
工

業
振
興
審
議
会
で
の
審
議
を
進
め
る
予

定
で
す
。

　

株
式
会
社
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
１
９

９
１
年
に
千
葉
県
柏
市
の
現
本
社
で
創

業
、
一
昨
年
秋
に
は
茨
城
県
笠
間
市
に

新
事
業
所
・
加
工
工
場
を
新
設
、
堅
実

に
業
績
を
伸
ば
し
、
こ
の
た
び
国
内
３

番
目
と
な
る
軽
井
沢
事
業
所
開
設
と
な

り
ま
し
た
。
主
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
使
わ
れ
る
薄
い
フ
ィ
ル
ム
状
の
基

盤
を
作
る
装
置
を
製
造
し
て
お
り
、
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
を
誇

り
ま
す
。
川
崎
社
長
は
御
代
田
町
へ
の

進
出
を
決
め
た
理
由
と
し
て
、
環
境
の

良
さ
、
国
内
各
地
へ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

部
門
の
拠
点
と
な
る
地
理
的
条
件
、
施

設
の
付
属
設
備
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

は
新
製
品
の
開
発
、
生
産
拠
点
と
し
て

新
工
場
を
位
置
付
け
た
い
と
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
す
。
初
め
て
工
場
を
案
内
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、「
こ
の
充
実
し

た
付
属
設
備
を
最
大
限
に
活
か
し
た
工

場
に
し
、
お
客
様
か
ら
の
要
望
に
応
え

る
べ
く
、
試
験
・
研
究
を
重
ね
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

御
代
田
町

の
重
要
課
題

で
も
あ
る
企

業
誘
致
。
首

都
圏
か
ら
地

方
へ
の
本
社

機
能
の
移
転

や
研
究
開
発
拠
点
の
拡
充
な
ど
、
地

方
創
生
に
向
け
た
取
組
み
の
加
速
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
新
た
な

企
業
誘
致
促
進
策
と
し
て
、
昨
年 

12

月
に
工
場
誘
致
地
区
内
で
の
用
地
取

得
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま

し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
は
、
や
ま
ゆ
り
工

業
団
地
内
の
シ
チ
ズ
ン
フ
ァ
イ
ン
デ
バ

イ
ス
株
式
会
社
や
ま
ゆ
り
事
業
所
跡

地
に
、
千
葉
県
柏
市
に
本
社
を
置
き
、

産
業
用
機
械
の
設
計
・
製
造
を
手
が

け
る
株
式
会
社
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が

軽
井
沢
事
業
所
と
し
て
新
工
場
を
開

設
し
ま
し
た
。
今
回
、
川
崎
美
智
雄

社
長
か
ら
構
想
な
ど
に
つ
い
て
、
直

接
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本格稼働へ向けて準備をする職員
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たき火・野焼きについて

　秋になり、たき火や焼き芋などする機会が増えると思います。そこで、安
全に行うためのポイントをいくつか紹介したいと思います。

①消火に使用する水や消火器、スコップを準備しておく
　炎は風にあおられると一気に燃え上がります。炎が大きくなっ
てから水などを準備し始めても間に合わないので、消火用の道
具を準備してから行なってください。

②周りに燃えやすいものがないか確認する
　たき火を行うときは近くに燃えやすい枯葉や小枝な
どが無い場所、またそれらをどかし周囲に燃え移らな
いようにしてください。キャンプをする場合、火の粉
によってテントが燃えてしまうこともあるので、十分
注意してください。

③天候にも注意する
　風が強い時は火の粉により周囲に燃え移る可能性が高くなり非常に危険です。風の強
い日はたき火、野焼きは行わず、日にちを移すなどして実施してください。また、雨だ
から大丈夫と言ってたき火をする方もいますが、雨の日でも火災は起こっています。気
を抜かないように十分気を付けてください。

④野焼き、たき火の際は消防署に届け出を
　佐久広域火災予防条例第50条により「火災とまぎらわしい煙又は火災を発生させるおそ
れのある行為」は消防署へ届け出ることになっています。何かあった際に迅速に対応する
ための物なので、ご協力をお願いします。また、野焼き・火入れなど焼却面積が大きい場
合は役場町民課環境衛生係（32）3114へお問い合わせいただき、申請等を行ってください。

⑤ゴミを燃やさない
　ゴミの焼却は種類を問わず、廃棄物及び清掃に関する法律により、社会の習慣上やむ
をえない場合や、法律に基づいて行う焼却以外原則として禁止されています。また、焼
却することにより有毒ガスを発生させるものもあるので絶対に行わないでください。
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